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はじめに：2020年に JAXA「はやぶさ 2」探査機

によりサンプルリターンされた小惑星リュウグウ

試料は初期分析により CIコンドライトに化学的・

鉱物学的特徴がよく一致することが明らかになっ

た [e.g., Yokoyama+ 2022]。リュウグウ試料は mm

～サブ mm サイズの角レキ岩で、母天体での水質

変成により、ほとんど層状ケイ酸塩から成るが、

水質変成の度合いが弱いと考えられる角レキには、

カンラン石が含まれることが報告されている [e.g., 

Nakamura+ 2022]。これらのカンラン石は母天体で

の水質変成前の情報を記録している可能性がある

ことから、本研究で CI コンドライトとも比較し、

詳細な岩石・鉱物学的研究を行った。 

 試料と分析手法：本研究には、初期分析「石の

物質分析」チームに配分された 18粒子のリュウグ

ウ試料（A0026, A0055, A0063, A0064, A0067, A0094, 

A0106, C0002, C0023, C0025, C0033, C0040, C0046, 

C0055, C0061, C0076, C0103, C0107）から作成した

樹脂埋め研磨片を用いた（最大約 9 mm）。岩石組

織観察、鉱物組成分析は FE-EPMA（東大・理 JEOL 

JXA-85310F）で行った。また、同サイズ（~1-3 mm）

の CI コンドライト（Orgueilと Ivuna）も同様の手

法で分析した。 

 結果：カンラン石は 2 回目のタッチダウンで採

集された Room Cの粒子からのみ見つかった（11粒

子中の 9粒子）。最大約 50 mの結晶であったが、

ほとんどのものは 5 m以下で破片状であった。ま

れにマイクロコンドルールに類似した球形の結晶

や虫食い状の結晶も存在した。カンラン石組成は

9 割以上が Fo99付近に集中し、ごくまれに Fe に富

む結晶（Fo~44）が見られた。MnO 組成は、0.0-0.7 

wt%であったが、LIME カンラン石（Wt%で

MnO/FeO>1）も少量ではあるが存在した。その他

の微量元素では、Cr2O3が0.0-0.7 wt%含まれていた

が、Caはほとんど含まれていなかった（CaO: <0.1 

wt%）。比較として分析した Orugeil, Ivuna ともに

リュウグウ試料と非常によく似た産状（組織・サ

イズ）のカンラン石が存在し、カンラン石の鉱物組

成も Fe-Mg 比、微量元素組成ともにリュウグウ試

料とよく一致していた。 

考察と結論：本研究によって得られたカンラン

石の岩石鉱物学的特徴からもリュウグウ試料は CI

コンドライトに類似していることが強く支持され

た。Room A試料にカンラン石が見つからなかった

ことから、2 回のタッチダウンで異なる特徴の試

料が採集されたことが示唆される。これまでに CI

コンドライトに含まれる 5 m以下の微小カンラン

石についての研究はほとんど無いことから、これ

らのカンラン石に注目して、母天体での水質変成

前、特に原始太陽系星雲からの凝縮過程に注目し

て検証する必要がある。  
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